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～ 優しい子・元気な子・賢い子 ～ 
３学期がスタートました！  今年、頑張りたいこと 

新年 あけまして おめでとうございます 
保護者の皆様、地域の皆様、旧年中は本校の教育活動 

に御理解と御協力を賜り、誠にありがとうございました。 
今年も変わらぬお力添えを頂きますよう、何卒よろしく 
お願いいたします。 
本日の始業式では、まず、干支の話をしました。「乙巳 

（きのとみ）」である今年は、「再生や変化を繰り返しながら 
柔軟に発展していく年」だそうです。子供たちには、「新し 
い目標に向かい、難しくても、失敗しても、あきらめずに 
挑戦し、成長する年にしよう。」と呼び掛けました。 
 そのためにも、愛宕小学校の目標である「あた互の子」 
の姿に照らし合わせて、２学期までに成長できたところ、 
３学期に更に力を入れて努力するところを、自分自身で振 
り返り、３学期の目標として頑張ってほしいと話しています。 
 また、全校児童で意識して取り組むこととして、「五つのあ」の一つで
ある「歩き方」や無言清掃、そして、メディアコントロールについても
相手を思いやる心や強い心を持って、取り組んでいけるようにみんなで
頑張りたいと思います。御家庭でも、ぜひ御協力ください。 
 このような、３学期の始まりである１月に、６年生が選んだアルファ
ベットは「H」です。「happy（幸せな）」、の「H」です。中学校進学を控
えた６年生の「happy（幸せな）」な、１年にしていくぞ！「Hajimari
（始まり）」に気合を入れるぞ！そのために自分を 
しっかりと「Hurikaeri（振り返り）」、前進するぞ！ 
という、強い気持ちがこめられていると思います。 
「Hashirehashire（走れ走れ運動）」にも参加して、 
健康に過ごしながら、短い３学期を充実させていけ 
るよう、子供たち、そして職員一同、力を合わせて 
まいります。応援のほど、よろしくお願いいたします。 

５年１組 ○○ ○○   
 ぼくが、今年、頑張りたいことは、努力を続けることです。２学期に取り組んだ鉄

棒の練習を通して、努力することの大切さを実感しました。ぼくは、５年生になるま

で逆上がりが一度もできずに、悔しい思いをしていました。５年生になっても、うま

くできずに、できるようになるまで何度も練習しました。友達や先生にもたくさんア

ドバイスを求めたり、できる人の動きを見たりして、どうしたらできるかを考えまし

た。諦めずに何度もチャレンジしたことで、ついに逆上がりができるようになりまし

た。そこから自信がついて、後方支持回転、前方支持回転といった難しい技にも挑戦

し、難しい技も安定してできるようになりました。この経験から、目標に向かって努

力することや粘り強く取り組むことの大切さを学ぶことができました。 

 これまでも、走れ走れ運動に、毎日休むことなく参加し続けることができました。

今年は、様々なことにチャレンジし、多くの力を身に付け、更に自信を付けていきた

いです。今年は、いよいよ６年生になる年です。６年生の背中をしっかりと見て、多

くのことを学んでいきます。４月から学校を支える最高学年となれるようにしっかり

と準備し、自分にできる努力を続けていきたいです。 

 
５年２組 ○○ ○○ 

私は、テストで間違えた問題を復習し、自分が苦手な分野を理解できるように取り

組んでいます。３学期には、授業で分からなかったところをそのままにせず、先生や

友達、家族に相談しようと思います。また、分からない言葉を国語辞典で調べるよう

に努力します。そうすることで得意な教科が増え、勉強がもっと楽しくなると思うか

らです。 

６年生は小学校最後の１年間なので、同級生の友達と最高の思い出を作りたいと思

います。そのために、小体会や運動会、修学旅行といった行事に積極的に取り組もう

と思います。行事を成功させるためには、友達としっかり話し合うことが大切だと思

います。みんなで目標を決め、同じ方向を目指せるよう、自分がリーダーシップを発

揮していきたいです。また、在校生の手本となれるような６年生になりたいです。 

今年、最高学年となる二人の発表は、とても立派でした。全校の皆さんも
二人のようにしっかりと目標を持って、１年を締めくくる３学期にしてほし
いと思います。 

 


